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宮
城
県
で
は
、
人
口
に
占
め
る
高
齢
者
（

歳
以
上
）
の
割
合
が
４
分
の
１
を
超
え
る
な
ど
、

高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
て
お
り
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。そ

の
一
方
で
、
介
護
の
現
場
で
働
く
職
員
も

増
加
は
し
て
い
る
も
の
の
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

需
要
増
に
追
い
付
い
て
お
ら
ず
、
こ
の
ま
ま

の
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
い
く
と
、
５
年
後
（
２

０
２
５
年
）
の
時
点
で
約
５
千
人
の
需
給
ギ

ャ
ッ
プ
（
‖
人
材
不
足
）
が
生
じ
る
と
推
計
さ

れ
て
お
り
、
早
急
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
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週
休
三
日
制

例
え
ば
、
週
の
総
労
働

時
間
を
変
え
ず
に
、
週
休
日
を
３
日
と

す
る
試
み
で
す
。
年
間
の
休
日
が
約

日
増
え

る
こ
と
で
、
職
員
が
家
族
や
趣
味
な
ど
の
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
に
充
て
る
時
間
が
増
加
す
る
た
め
、

労
働
意
欲
の
増
進
や
新
規
就
労
者
へ
の
ア
ピ
ー

ル
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
介
護
現
場
を
対

象
に
し
た
、
週
休
三
日
制
導
入
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
た
支
援
は
、
行
政
が
実
施
す
る
全
国
初
の

ケ
ー
ス
で
あ
り
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

■

介
護
の
需
要
は
年
々
増
加

■

施
策
展
開
へ
重
点
３
項
目

介
護
人
材
不
足
を
早
急
に
解
消
す
る
た
め
、

県
は
「
介
護
人
材
確
保
対
策
緊
急
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
事
業
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
介
護
の

現
場
を
よ
り
働
き
や
す
い
、
よ
り
働
き
が
い
の

感
じ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
従
来
の
事
業

に
加
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
踏
み
込
ん
だ
施
策

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
３
本
の
柱
は
次
の
通
り

で
す
。

①
働
き
方
改
革
支
援
（
週
休
三
日
制
‖

‖

導
入
支
援
な
ど
）

業
務
量
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

や
、
勤
務
シ
フ
ト
の
偏
り
な
ど
、
介
護
現
場
に

お
け
る
課
題
を
抽
出
し
、
業
務
分
担
の
見
直
し

や
、
職
場
環
境
の
改
善
な
ど
、
業
務
効
率
化
に

向
け
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
研
修
会
な
ど
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

②
外
国
人
人
材
の
確
保
推
進

介
護
現
場
へ

の
外
国
人
人
材
受
け
入
れ
は
、
少
子
化
に
伴
う

労
働
人
口
不
足
に
対
す
る
解
決
策
の
一
つ
と
し

て
、
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
県
は
、

ベ
ト
ナ
ム
政
府
と
の
覚
書
締
結
に
よ
る
直
接
的

な
連
携
を
含
め
、
外
国
人
介
護
人
材
と
介
護
施

設
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
日
本
語
学
習
支
援
な
ど
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

③
介
護
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

介
護
の
仕
事
に

関
す
る
誤
解
や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
払

拭
し
ま
す
。
若
年
層
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
世

代
、
離
職
者
、
元
気
な
高
齢
者
な
ど
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
す
る
ほ
か
、
小
中
学
生
な
ど
の
介
護
の

未
来
を
担
う
世
代
に
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
幅
広
い
世
代
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
を
展
開

し
、
社
会
全
体
で
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
取
り

組
み
ま
す
。

急
速
な

齢
化

進
行
に
よ
り
、

サ
ー
ビ
ス

利
用
者
が

し
て
お
り
、

現
場
を
支
え
る
た
め

職
員

確
保
が
全
国
的
に
非
常
に

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ

た
め
、
宮
城
県

従
来
か
ら

歩
踏
み
込
ん
だ
政

と
し
て
「

人
材
確
保
対

緊
急
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
事
業
」
を

し
、
よ
り
積
極
的
な

人
材
確
保
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

介
護
の
現
場
で
働
く
方
や
、

ご
家
族
に
高
齢
者
が
い
る
方
だ

け
で
な
く
、
幅
広
い
方
々
に
「
介

護
」
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ

ン
の
お
二
人
の
協
力
に
よ
り
、

Ｐ
Ｒ
動
画
や
ポ
ス
タ
ー
を
用
い

た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
動
画
や
ポ
ス
タ
ー

を
ご
覧
い
た
だ
き

介
護

に

ぜ
ひ
目
を
向
け
て
く
だ
さ
い
。
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の
や

気
向
上
図

特別養護老人ホームで安全にレクリエーションが楽し
めるよう、お年寄りに寄り添う職員‖柴田町の常盤園

Ｉ
Ｔ
化

標
設
定

負
担
減

離

を
防
止

介
護
に
携
わ
る
人
材
の
確
保

や
離
職
防
止
に
向
け
、
宮
城
県

内
で
は
、
独
自
に
働
き
が
い
の

あ
る
職
場
づ
く
り
や
労
務
条
件

の
向
上
に
取
り
組
む
施
設
や
法

人
も
増
え
て
き
た
。

「
介
護
職
に
対
す
る
世
間
の

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
と
実

情
は
だ
い
ぶ
異
な
っ
て
い
る
」。

こ
う
話
す
の
は
、宮
城
県
柴
田
、

大
河
原
両
町
で
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど

施
設
を
運
営
す
る
社
会
福
祉

法
人
常
盤
福
祉
会
の
黒
田
清
理

事
長

。
「
介
護
は
お
年
寄

り
の
人
生
に
寄
り
添
い
、
人
や

社
会
の
役
に
立
つ
仕
事
。
『
あ

り
が
と
う
』
と
言
わ
れ
て
や
り

が
い
を
感
じ
、
誇
り
を
持
っ
て

い
る
職
員
が
多
い
」
と
介
護
職

場
の
魅
力
を
強
調
す
る
。

約
２
２
０
人
が
働
く
常
盤
福

祉
会
の
取
り
組
み
の
一
つ
は
Ｉ

Ｔ
（
情
報
技
術
）
化
の
推
進
。

介
護
記
録
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

で
入
力
す
る
こ
と
で
、
従
来
の

手
書
き
に
比
べ
て
事
務
作
業
が

大
幅
に
軽
減
し
た
。
利
用
者
の

離
床
行
動
を
セ
ン
サ
ー
で
検
知

し
て
知
ら
せ
る
ベ
ッ
ド
を
配
置

し
、
夜
勤
業
務
の
軽
減
と
適
切

な
ケ
ア
を
両
立
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
職
員
一
人
一
人
が
目

標
を
立
て
て
達
成
度
合
い
を
評

価
す
る「
目
標
管
理
制
度
」や
、

や
る
気
の
あ
る
人
が
報
わ
れ
る

報
酬
体
系
を
導
入
。
業
務
遂
行

の
目
標
や
指
導
項
目
な
ど
を
明

示
し
、
統
一
し
た
指
針
で
指
導

す
る
こ
と
で
、
職
場
の
人
間
関

係
も
良
好
に
築
か
れ
て
い
る
と

い
う
。

年
間
休
日
は
１
２
２
日
。
高

卒
２
年
目
の
年
間
給
与
３
４
５

万
円
（
夜
勤
手
当
や
賞
与
な
ど

含
む
）
と
い
っ
た
給
与
引
き
上

げ
も
行
っ
た
。
黒
田
理
事
長
は

「
今
は
離
職
す
る
職
員
が
減
り
、

や
る
気
の
あ
る
集
団
に
な
り
つ

つ
あ
る
。
職
員
の
一
体
感
も
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と

手
応
え
を
語
る
。

一
方
で
、
黒
田
理
事
長
を
は

じ
め
施
設
、
法
人
関
係
者
が
限

界
を
感
じ
て
い
る
の
が
、
介
護

職
の
魅
力
を
発
信
し
た
り
、
高

校
や
大
学
を
訪
問
し
た
り
す
る

と
い
っ
た
、
若
い
担
い
手
確
保

の
た
め
の
活
動
だ
。

こ
の
課
題
解
決
に
向
け
て
黒

田
理
事
長
は
、
福
祉
・
介
護
を

学
ぶ
「
福
祉
指
定
校
」
の
設
置

や
、
介
護
の
魅
力
、
楽
し
さ
を

教
育
現
場
に
理
解
し
て
も
ら
う

活
動
の
推
進
、
モ
デ
ル
給
与
表

の
作
成
な
ど
を
提
案
。
「
Ｐ
Ｒ

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
介
護
に
興
味

を
持
っ
た
若
い
人
を
ど
う
現
場

に
つ
な
い
で
い
く
か
、
さ
ら
に

工
夫
が
必
要
だ
」と
指
摘
し
た
。

サンドウィッチマンを起用

した宮城県のポスター

宮城県特設ウェブサイト
そのやる気 かいＧＯ

た
か
は
し
・
せ
い
い
ち

北
海
道
大
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修

了
。
札
幌
大
や
東
北
福
祉
大
の
助
教
授
を
経
て
２
０
０
１
年
か
ら
現

職
。
宮
城
県
介
護
人
材
確
保
協
議
会
長
も
務
め
る
。

歳
。
北
海
道

出
身

組
織
の

ソ
フ
ト
改
革

必
要

高
齢
者
介
護
の
現
状
と
課

題
、
人
材
確
保
に
向
け
た
対
策

な
ど
に
つ
い
て
、
東
北
福
祉
大

総
合
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
の
高

橋
誠
一
教
授
（
高
齢
者
福
祉
）

に
聞
い
た
。

◇

介
護
職
を
志
す
人
は
「
社
会

の
役
に
立
ち
た
い
」
「
高
齢
者

を
支
え
た
い
」
と
い
っ
た
強
い

意
志
を
持
つ
こ
と
が
多
い
。
施

設
な
ど
に
就
職
す
る
若
者
が
志

望
理
由
と
し
て
「
祖
父
母
の
介

護
を
経
験
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
」
を
挙
げ
る
こ
と
は
少
な
く

な
い
。
だ
が
、
そ
う
し
た
意
欲

に
あ
ふ
れ
る
人
材
、
特
に
若
者

の
定
着
率
が
低
い
こ
と
は
長
年

の
課
題
だ
。

背
景
に
は
や
は
り
厳
し
い
労

働
環
境
が
あ
る
。
相
対
的
に
低

い
賃
金
水
準
や
夜
間
労
働
・
休

日
数
な
ど
の
問
題
は
大
き
い
。

そ
の
意
味
で
は
、
県
が
「
週
休

三
日
制
」
と
い
う
分
か
り
や
す

い
表
現
で
、
労
働
条
件
改
善
を

打
ち
出
し
た
の
は
評
価
し
た

い
。
「
３
日
」
に
こ
だ
わ
り
過

ぎ
ず
、
「
週
休
２
日
で
短
時
間

勤
務
」
な
ど
個
々
人
の
事
情
に

沿
っ
た
柔
軟
な
人
材
運
用
に
、

各
施
設
が
取
り
組
む
き
っ
か
け

に
な
っ
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
数
値
的
な
労
働
条

件
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
施
設

内
の
意
思
疎
通
な
ど
「
ソ
フ
ト

的
」
な
問
題
が
、
若
者
の
定
着

率
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

身
体
介
護
や
認
知
症
介
護
と

い
っ
た
現
場
の
手
法
や
考
え
方

は
毎
年
の
よ
う
に
改
良
さ
れ
て

い
る
。
長
く
施
設
運
営
に
携
わ

っ
て
き
た
経
営
層
・
管
理
職

と
、
現
場
従
事
者
で
考
え
方
や

手
法
が
異
な
る
と
い
う
事
例
は

よ
く
目
に
す
る

施
設
の

チ
ー

ム
ワ
ー
ク
」
が
形
成
さ
れ
て
お

り
、
現
場
の
声
が
反
映
さ
れ
る

な
ら
問
題
は
少
な
い
の
だ
が
、

そ
う
で
は
な
い
事
例
も
ま
た
よ

く
目
に
す
る
。
「
職
場
の
風
通

し
の
悪
さ
」
を
理
由
に
離
職
す

る
若
者
は
後
を
絶
た
な
い
。

国
や
自
治
体
の
制
度
改
正
な

ど
「
ハ
ー
ド
面
」
で
の
改
革
と

同
時
に
、
各
施
設
で
の
「
ソ
フ

ト
面
」
の
改
革
が
非
常
に
重
要

だ
。
介
護
の
現
場
が
働
き
が
い

の
あ
る
、
魅
力
あ
る
職
場
に
な

ら
な
け
れ
ば
現
状
は
変
わ
ら
な

い
。介

護
分
野
は
、
景
気
が
悪
化

す
る
と
採
用
が
安
定
す
る
と
さ

れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

マ
ク
ロ
的
に
見
れ
ば
、
人
材
不

足
は
若
干
緩
和
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
現
状
は
厳
し
い
。
さ
ら

に
団
塊
の
世
代
が

歳
を
迎
え

る
２
０
２
５
年
、
そ
し
て

歳

と
な
る

年
は
焦
点
の
年
と
な

る
。将

来
に
向
け
て
、
介
護
を
担

う
人
材
を
ど
う
確
保
し
て
い
く

か
。
例
え
ば
現
在
で
も
、
元
気

な

歳
の
高
齢
者
が
、
体
の
不

自
由
な

〜

代
を
支
援
し
て

い
る
例
が
あ
る
。
若
い
人
材
の

確
保
を
急
ぐ
こ
と
も
大
切
だ

が
、
介
護
を
施
設
だ
け
で
な
く

地
域
全
体
で
担
う
と
い
っ
た
発

想
が
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
く

る
だ
ろ
う
。

(１５) ２０２０年(令和２年)１１月１日(日曜日)(１５) ２０２０年(令和２年)１１月１日(日曜日)


